
 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）は、ハイモ株式会社   

（本社：東京都千代田、代表取締役社長：鴇田和啓、以下「当社」という。）に

対し、「DBJ BCM格付」に基づく融資を実施しました。 

 

「DBJ BCM格付」融資は、DBJが開発した独自の評価システムにより、 

防災および事業継続への取り組みが優れた企業を評価・選定し、その評価に 

応じて融資条件を設定するという、「BCM 格付」の専門手法を導入した世界で

初めての融資メニューです。 

 

当社は、水処理を主な用途とした薬剤（高分子凝集剤）の製造・販売を行って

おり、DBJは当社を日本の産業競争力を支えるValue Chain Core（VCC）企業

として選定しています。当社は、青森工場における東日本大震災での被災経験 

から、生産設備の機能的配分によるリスク分散・成長計画を策定し、事業継続の

取組みに注力しています。 

 

今回の格付では、以下の点を高く評価しました。 

 

(1) 自然災害リスクに対するハード対策の強化に加え、津波避難訓練や安否確認

体制の構築など従業員の人命安全確保に向けた防災対策を進めている点。 

(2) 東日本大震災での被災経験から、製造設備の機能的な分散による代替生産 

体制の構築を行うことで、有事の供給体制を強化している点。 

(3) 原材料調達先を分散し、サプライチェーンにおけるリスク低減措置を実施 

している点。 

 

その結果、当社は「防災及び事業継続への取り組みが十分行われている」  

という格付を取得しました。 

 

DBJは、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの 

弛まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展

を実現します～」に基づき、今後も防災・事業継続に向けたお客様の取り組みを、

積極的に支援してまいります。 
 

 

ハイモ（株）に対し、 

「DBJ BCM格付」に基づく融資を実施 

【お問い合わせ先】 
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株式会社日本政策投資銀行 


